
宮
崎
、
鹿
児
島
県
境
の
霧
島
山
系
新
燃
岳
（
１
４
２
１
㍍
）
が
半
世
紀
ぶ
り
に
噴
火
。

宮
崎
県
高
原
町
は
避
難
勧
告
を
出
し
都
城
市
も
厳
戒
態
勢
が
続
く
。
県
内
で
は
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
発
生
、
殺
処
分
が
続
く
。
昨
春
同
県
は
牛
や
豚
の
口
蹄
疫
に
苦
し
ん
だ
。
日

本
は
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の
常
襲
国
。
災
害
防
止
や
復
旧
の
最
前
線
に
立

つ
の
は
、
郷
土
を
知
悉
し
愛
着
を
持
つ
地
元
の
土
木
建
設
業
者
だ
。
降
灰
除
去
、
処
分
し

た
家
畜
の
埋
却
、
消
毒
…
…
。
重
機
や
作
業
員
を
抱
え
る
地
域
の
業
者
は
、
災
害
時
真
っ

先
に
現
場
に
入
り
、
そ
の
奮
闘
が
国
土
を
守
っ
て
き
た
。
だ
が
、
公
共
事
業
削
減
で
業
界

は
疲
弊
。
業
界
再
生
を
訴
え
る
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会
な
ど
の
話
か
ら
、
捨
て
身
で

現
場
に
立
つ
地
元
業
者
の
知
ら
れ
ざ
る
実
態
を
紹
介
す
る
。（
写
真
提
供

宮
崎
県
）

新
燃
岳
噴
火
の
１
週
間

前
、
同
県
佐
土
原
町
の
養
鶏

場
か
ら
、
宮
崎
家
畜
保
健
衛

生
所
に
鶏
３８
羽
が
死
ん
だ
と

通
報
が
あ
り
、
県
の
対
策
本

部
は
翌
日
「
高
病
原
性
ウ
イ

ル
ス
を
検
出
」
と
発
表
。
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
が
確

認
さ
れ
た
。

「
高
病
原
性
」
と
は
感
染

し
た
鳥
の
致
死
率
が
７
割
を

超
え
る
危
険
な
病
原
の
こ

と
。
県
は
養
鶏
場
か
ら
半
径

１０
㌔
圏
を
移
動
制
限
し
、
鶏

の
殺
処
分
を
開
始
。
そ
の
後

も
県
内
各
地
で
発
生
が
確
認

さ
れ
、
殺
処
分
や
鶏
舎
の
消

毒
が
続
い
た
。

同
県
建
設
業
協
会
の
宮
崎

地
区
協
会
や
高
鍋
、
西
都
地

区
協
は
、
鳥
の
糞
尿
の
埋
却

作
業
や
各
地
区
の
消
毒
ポ
イ

ン
ト
設
置
、
消
毒
マ
ッ
ト
設

置
に
、
２４
時
間
体
制
で
従
事

し
た
。

感
染
拡
大
防
止
対
策
は
手

際
良
か
っ
た
。
昨
春
、
県
内

で
口
蹄
疫
発
症
の
確
認
以

後
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
拡

散
防
止
対
策
や
殺
処
分
、
地

元
業
者
が
担
っ
た
埋
却
処
分

の
１
３
０
日
間
に
渡
る
体
験

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
対
策
で
活

か
さ
れ
た
。

ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
宿
主
は

渡
り
鳥
と
さ
れ
、
感
染
防
止

は
容
易
で
は
な
く
、
得
体
の

知
れ
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
実
態

解
明
や
防
疫
対
策
は
遠
い
先

の
話
。
鳥
イ
ン
フ
ル
か
ら
人

の
生
活
を
護
り
、
影
響
を
最

小
に
食
い
止
め
る
差
し
当
り

の
手
段
は
、
感
染
の
早
期
発

見
と
拡
散
防
止
、
ウ
イ
ル
ス

の
宿
主
の
速
や
か
な
除
却
し

か
な
い
。

防
疫
の
最
終
段
階
は
、
地

場
の
建
設
業
者
の
不
屈
の
活

動
に
か
か
っ
て
い
る
。
口
蹄

疫
で
の
昼
夜
を
通
し
た
消
毒

作
業
や
屍
骸
の
埋
却
作
業
が

証
明
し
た
。
そ
れ
は
郷
土
を

愛
し
、
県
土
を
護
る
熱
意
の

結
実
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。全

国
建
設
業
協
会
や
地
域

に
根
ざ
す
各
都
道
府
県
建
設

業
協
会
の
会
員
企
業
は
、
災

害
時
の
復
旧
活
動
を
は
じ

め
、
社
会
貢
献
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
。し
か
し
昨
春
、

宮
崎
県
建
設
業
協
会
は
思
い

も
か
け
ぬ
地
域
防
災
に
関
わ

っ
た
。
同
県
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
だ
。

口
蹄
疫
被
害
で
最
も
処
分

頭
数
が
多
か
っ
た
の
は
川
南

町
で
１６
万
７
５
７
１
頭
、
高

鍋
町
で
３
万
２
６
１
頭
、
木

城
町
で
２
万
７
２
２
２
頭
…

…
な
ど
。
全
国
有
数
の
畜
産

圈
域
か
ら
牛
や
豚
が
消
え
た
。

県
は
発
生
後
す
ぐ
、
被
害

拡
大
を
食
い
止
め
よ
う
と
同

県
建
設
業
協
会
に
、
消
毒
作

業
の
徹
底
や
防
疫
作
業
の
応

援
を
要
請
し
た
。
処
分
さ
れ

た
家
畜
を
埋
め
る
に
も
、
穴

を
掘
る
重
機
を
持
ち
、
作
業

員
を
抱
え
て
い
る
の
は
地
元

の
土
木
・
建
設
業
者
だ
か
ら

だ
。同

県
建
設
業
協
会
は
約
４

カ
月
間
、
会
員
企
業
従
業
員

約
１
万
２
０
０
０
人
を
動

員
、
防
疫
対
策
に
奔
走
し

た
。
だ
が
、
故
郷
を
危
機
か

ら
守
ろ
う
と
寝
食
を
忘
れ
て

重
機
を
駆
使
し
、
作
業
に
当

っ
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
作
業

員
の
活
動
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。

作
業
に
当
た
っ
た
協
会
員

は
現
場
で
情
報
交
換
し
な
が

ら
、
手
不
足
の
時
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
糞
尿
処
理
も
率

先
。「

ご
め
ん
ね
！
」。あ
ど
け

な
い
牛
や
豚
の
顔
。
と
て
も

正
視
で
き
な
か
っ
た
。「
家
族

同
然
の
牛
や
豚
が
日
に
日
に

弱
っ
て
い
く
。
一
刻
も
早
く

埋
却
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
」。

埋
却
現
場
で
悪
臭
と
ヘ
ド

ロ
糞
に
ま
み
れ
、
作
業
を
続

け
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
畜

産
農
家
と
家
畜
の
悲
惨
な
現

場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
い

た
た
ま
れ
な
か
っ
た
と
い

う
。殺

処
分
さ
れ
た
牛
や
豚
は

深
さ
５
㍍
の
穴
に
次
々
と
重

機
で
投
入
さ
れ
た
。
そ
の
無

残
な
様
子
は
戦
争
の
悲
惨
さ

に
も
匹
敵
、
精
神
的
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
作
業
員
も
多
い
。

口
蹄
疫
の
拡
大
防
止
作
業

で
学
ん
だ
同
県
建
設
業
協
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超

え
た
貴
重
な
活
動
は
、
今
後

ど
う
シ
ス
テ
ム
化
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
か
が
課
題

だ
。鳥

イ
ン
フ
ル
対
策
の
検
証

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
牛
や

豚
の
処
分
と
鶏
は

同
じ
で
は
な
い
。

し
か
し
、
昨
年
の

官
・
民
の
経
験
は

相
当
生
か
さ
れ

た
。
全
国
建
設
業

協
会
や
都
道
府
県

建
設
業
協
会
が
、

国
や
都
道
府
県
と

事
前
に
取
り
決
め

た
方
式
に
即
し
て

迅
速
に
災
害
に
対

処
す
る
こ
と
は
、

時
代
と
国
民
の
要

請
で
も
あ
る
。

災
害
防
止
や
復

旧
の
最
前
線
で
奮

闘
し
、
国
土
を
守

り
続
け
る
の
は
郷

土
愛
を
支
え
と
し

て
地
場
の
土
木
・

建
設
業
に
携
わ
る

人
々
だ
が
、
国
家

財
政
の
逼
迫
で
小

泉
内
閣
以
来
、
政

権
交
代
後
も
公
共

事
業
費
削
減
や
抑
制
が
続

く
。そ

こ
そ
こ
の
雨
で
も
川
が

溢
れ
斜
面
崩
壊
な
ど
も
増

加
。
時
を
同
じ
く
し
て
業
界

は
疲
弊
が
進
む
。
地
方
業
界

が
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と

は
、
国
土
保
全
に
も
重
要
な

課
題
だ
。
人
の
命
や
家
畜
の

安
全
、
食
生
活
の
安
全
に

も
、
建
設
業
者
は
頼
れ
る
存

在
な
の
で
あ
る
。

宮
崎
県
建
設
業
協
会
の
永

野
征
四
郎
会
長
は
「
未
曾
有

の
口
蹄
疫
で
、
建
設
業
者
は

懸
命
に
被
害
の
拡
大
防
止
に

努
め
た
。
建
設
業
者
の
社
会

的
義
務
だ
と
自
負
す
る
か
ら

だ
。
国
や
自
治
体
に
は
社
会

資
本
の
整
備
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
沿
っ
た
様
々
な
対
策

を
お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え

る
。

【全国建設業協会とは】

土木・建設業界は、全国約２万３０

００社の建設業者が４７都道府県ごとに

建設業団体を組織。その地域団体が

社団法人全国建設業協会の会員を構

成。

地域経済社会を支える基幹産業と

して雇用の維持をはじめ、河川・道

路などの環境保全や災害時の応急復

旧活動など、社会貢献活動に取り組

む。

すぐれた技術者、技能者の確保

や、将来にわたって技術、技能の継

承が出来る環境づくりも活動の大き

な柱だ。

頼
り
に
な
る
地
域
の
建
設
業
者

災害時の復旧に不屈の活動

爆発・噴火が続く新燃岳

噴
火
、鳥
イ
ン
フ
ル
に
も
素
早
い
対
応

口口
蹄蹄
疫疫
のの
教教
訓訓
活活
かか
すす

平平
時時
にに
自自
治治
体体
とと
防防
災災
対対
策策
のの

ココ
ンン
セセ
ンン
ササ
スス
をを

宮 崎

埋却作業に投入した大量の重機は、バックホウ２７２２台／

ダンプ・キャリー１５４９台／ユニック・アルミトラック２５２

台／タイヤショベル５１３台／フォークリフト６７台／ブルド

ーザー１０２台／クレーン３６台など。昼夜を問わぬ作業のた

め、発電機やバルーンライトなども大量に投入された。

県内１０地区に設置した消毒ポイントでは、従事した会員

企業従業員の多くが２４時間態勢で作業。作業車１１９４台／消

毒用動噴１２８台／照明器具１１９４台／マット１２４枚／ポリタン

ク１６２５個を用意した。

投入した大量の重機類

宮
崎
県
建
設
業
協
会

会

長
永
野

征
四
郎
氏

口
蹄
疫
で
も
重
機
が
重
要
な
役
割
果
た
す

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
で
鶏
舎
を
消
毒
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